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取付・取扱説明書

LVT1207-001A

型

名KV-C1000
TVチューナーユニット

も く じ

安全上のご注意 ……………………… 2～4
取り付ける前に ……………………………5
セット一覧表 ………………………………6
取り付ける ………………………… 7～13
・TVチューナーユニットを
取り付ける ……………………………8

・フィルムアンテナを
取り付ける …………………… 9～13

接続する ……………………………14～16
リモコンの使いかた ………………17～18
・リモコン受光ユニットを
取り付ける ………………………… 17

・リモコンで操作する ……………… 18
「故障かな?」と思う前に ………………… 19
保証とアフターサービス ……………… 20
主な仕様 ………………………………… 21
アナログ放送からデジタル放送への
移行について …………………………… 22

ページ

Cover_KV-C1000[DOM].p65 04.9.15, 13:23Page 1 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



2

安全上のご注意　－はじめにお読みください－

この取扱説明書には、いろいろな絵表示が記載されています。
これらは、製品を安全に正しくお使いいただき、人への危害や財産への損害を未然に
防止するための表示です。絵表示の意味をよく理解してから本文をお読みください。

注意をうながす記号 行為を禁止する記号

絵表示について

行為を指示する記号

 警告
¡この表示の注意文を無視して、誤っ
た取扱いをすると、死亡または重傷
を負う可能性が想定される内容を示
しています。

 注意
¡この表示の注意文を無視して、誤っ
た取扱いをすると、傷害を負ったり
物的損害が想定される内容を示して
います。

禁止� 水ぬれ禁止�分解禁止�

¡絵表示の説明

警告
本機はDC１２Ｖマイナスアース車専用
です。

大型トラックや寒冷地
仕様のディーゼル車な
どの24V車で使用しな
いでください。火災・故
障の原因となります。

事故防止のため、電池は幼児の手の届
かないところに保管する。

万一、お子様が飲み込ん
だ場合は、ただちに医師
と相談してください。

自動車を運転中にモニターなどの画面
を見たり音量調節等の操作をしない。

このような操作は、必ず安
全な場所に車を停車させ
てから行ってください。

絵が出ないなどの故障や異常のままで
使用しない。

万一、故障や異常が起こっ
たら、すぐに使用を中止し、
必ずお買い上げの販売店に
ご相談ください。そのまま
使用すると、事故・火災・感
電の原因となります。
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警告

運転や視界の妨げになる位置にはモニ
ターを取り付けない。

前方視界やエアバッグな
ど安全装置の妨げになる
位置や、シフトレバーや
ブレーキペダル付近など
運転に支障をきたす位置
への取り付けは、事故の
原因となります。

取り付けには車の保安部品のボルトや
ナットを絶対に使用しない。

ステアリングやブレー
キなど保安部品のボル
トやナットを使用して
本機を取り付けると、事
故の原因となります。

フィルムアンテナは正しい位置に取り
付ける。

フィルムアンテナは、運
転中の視界を妨げない
位置を選んで取り付け
てください。事故の原因
となります。

電源リード線の被覆を切って、他の機
器の電源コードを接続することは絶対
にしない。

リード線の電流容量を
オーバーし、火災・感電の
原因となります。

本機を分解したり、改造しない。

事故・火災・感電・故障の
原因となります。

正しく配線する。

正しく配線を行わない
と発火や事故の原因と
なります。特にリード線
がねじやシートレール
の可動部に、かみ込まれ
ないよう整形し固定し
てください。

マイナス

配線作業中は、バッテリーの 端子の
コードを外す。

ショート事故による感
電やけが、火災の原因と
なります。

車体に穴を開けて取り付ける場合は、
パイプ類、タンク、電気配線などの位置
を確認の上、これらと干渉や接触する
ことがないよう注意して行う。

交通事故や火災の原因と
なります。

ヒューズを交換するときは、必ず規定容量
（アンペア数）のヒューズを使用する。

規定容量以上のヒュー
ズを使用すると、火災・
故障の原因となります。

分解禁止

安
全
上
の
ご
注
意
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注意

雨が吹き込むところなど水のかかる位
置や、湿気やほこりの多い位置への取
り付けは避ける。

本機に水や湿気、ほこり
が混入しますと発煙や発
火・故障の原因となるこ
とがあります。

本機の取り付けや取り外し・配線には、
専門技術と経験が必要です。

取り付けが困難な場合は
お買い上げの販売店に依
頼してください。
場合によっては、本機が
熱くなっていることがあ
りますので火傷やけがに
十分ご注意ください。

必ず付属の部品を指定通り使用する。

指定以外の部品を使用す
ると、機器内部の部品を
いためたり、しっかりと
固定できずに外れたりし
て事故やけがの原因とな
ることがあります。

本機を不安定な位置に取り付けない。

正しい設置を行わな
いと、事故や故障の原
因となることがあり
ます。

振動の多い位置など、しっかり固定で
きない位置への取り付けは避ける。

外れて事故やけがの原因
となることがあります。

直射日光にさらされたり、暖房の熱に直
接さらされるなど極端に高熱になる位置
への取り付けは避ける。

発煙や発火・故障の原因
となることがあります。

指定の電池以外は使用しない。

電池の破裂、液もれにより、
けがや周囲を汚す原因とな
ることがあります。

電池をリモコン内に挿入する場合は、
プラス マイナス

極性表示（ と ）に注意し、内部の
表示通りに入れる。

間違えますと電池の破
裂、液もれにより、けがや
周囲を汚す原因となるこ
とがあります。

リチウム電池を廃棄するときは、電池
に絶縁テープ等を張って絶縁し、「所在
自治体の指示」に従って廃棄する。

他の金属片等と、そのまま
一緒に廃棄するとショー
トして発火、破裂の原因と
なることがあります。

安全上のご注意（つづき）－はじめにお読みください－

本機を車載用以外には使用しない。

感電やけがの原因となる
ことがあります。

水ぬれ禁止
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取り付ける前に　－必ずお読みください－

¡安全のため、運転や視界、またエア
バッグなど安全装置の妨げになら
ない位置に取り付けてください。

¡取り付けには車の保安部品のボルトや
ナットを絶対に使用しないでください。

¡フィルムアンテナは、運転中の視界を
妨げない位置に取り付けてください。

¡作業中のショート事故防止のため、必
マイナス

ずバッテリーの 端子のコードを外し
ておいてください。

¡車体やねじ部分、シートレール等の可
動部に配線をはさみ込まないよう注
意してください。

　

¡取り付ける前に仮接続をして本機が
正しく動作するか確認してください。

¡取り付けは必ず付属の部品（ねじな
ど）を指定通り使用し、しっかり固
定してください。
・ 指定以外の部品を使用しますと内部
の部品がこわれたり、ゆるんで外れ
たりすることがあります。

¡ねじやナットを締めるとき、他の配線を
はさみ込まないようご注意ください。

¡取り付けが困難な場合はお買い上
げの販売店にご相談ください。

¡取り付け金具（ブラケット）を本機に
取り付ける際は、必ず付属のねじ（長
さ8㎜）をお使いください。8㎜以上の
ねじを使用しますと故障の原因にな
ります。

¡本機を取り付けるときは、水平な場所
を選びパーキングブレーキをかけ、エ
ンジンキーを「OFF」にしてから行
なってください。

¡本機は、DC12Ｖマイナスアース車
専用です。大型トラックなどの
DC24Ｖ車には使用できません。

¡配線をするときは、車両電源配線用
コード以外で延長しないでください。

　コードの被覆が破れ、ショート・発熱
により火災となったり電流容量オー
バーにより火災の原因となります。

ご注意

¡次のような位置には本機を取り付
けないでください。
・ 直射日光にさらされたり、暖房の熱に
直接さらされるなど極端に高熱にな
る位置

・ 雨が吹き込むところなど水のかかる
位置や、湿気やほこりの多い位置

・ 振動の多い位置や、不安定な位置
・ フロアマットの下など換気の悪い位置
・ 燃えやすい物の近く

¡付属のリチウム電池の取り扱いについて
・ 幼児の手の届かないところに保管し
てください。

・ 充電・ショート・分解・加熱・火に投入
しないでください。

・ 他の金属と混ぜないでください。
・ 廃棄または保存するときはテープなど
を巻きつけて絶縁してください。

・ 金属製のピンセットなどでつかまない
でください。

安
全
上
の
ご
注
意（
つ
づ
き
）・
取
り
付
け
る
前
に
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セット一覧表　－取り付け前にお確かめください－

取り付け金具（ブラケット）×2 と
取り付けねじ（M4×8mm）×4

リモコン（RM-RK510）×１と
リチウム電池（CR2025）×１

AVバスコード×１

リモコン受光ユニット×１と
両面テープ×１

電源コード×１

アンテナ入力
ケーブル×2

TVチューナーユニット×１

¡万一、不足しているものがありましたら、お手数ですがお買い上げの販売店ま
たはビクターサービス窓口までご連絡ください。

フィルムアンテナ×2

クリーナー×2

アーステープ×１ ゴムベラ×１

（この電池は動作確認用です）
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取り付ける
¡イラストは、一般的な取り付けの例です。
詳しくは、お買い上げの販売店にご相談ください。

KD-AV7000に接続してご使用の場合：

他のモニターシステムに接続してご使用の場合：

KD-AV7000（別売り）

フィルムアンテナ

TVチューナーユニット
（運転席の下）

フィルムアンテナ

リモコン受光ユニット

モニターシステム（別売り）

TVチューナーユニット
（助手席の下）

セ
ッ
ト
一
覧
表
・
取
り
付
け
る

02-08_KV-C1000[DOM].p65 04.9.15, 13:24Page 7 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



8

TVチューナーユニットを取り付ける

取り付けの前に：
¡TVチューナーユニットは、助手席の下やトランク内など安定した位置に取り付けます。
¡TVチューナーユニットは熱を発しますので、燃えやすい物の上には取り付けないでください。
¡ラジエーターの近くや、グローブボックス内など、熱源に近い位置、またはフロアマット
の下など、チューナーユニットの放熱が妨げられる位置には取り付けないでください。

取り付けの際は、自動車の部品を傷つけないように、必ず適切な長さのタッピングねじ（市販品
φ 5×20mm）を使用します。

取り付けねじ（M4×8mm）

取り付け金具（ブラケット）

タッピングねじ
（市販品 φ 5×20mm）

床

取り付ける（つづき）

φ 4程度の穴をあける

02-08_KV-C1000[DOM].p65 04.9.15, 13:24Page 8 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



9

フィルムアンテナを取り付ける

取り付けの前に：
¡付属のフィルムアンテナは、JVC製TVチューナーユニット専用です。（カーラジオには
使用できません）

¡フィルムアンテナは自動車のフロントウインドウガラスの内側に取り付けます。
¡フィルムアンテナは運転中の視界を妨げる位置には張らないでください。
¡フィルムアンテナ取り付け作業のイラストは、左側を表しています。右側も同様に作業
を行ってください。

¡取り付け作業を始める前に、ダッシュボードを汚さないように布などで覆ってください。
¡フィルムアンテナを取り付ける前に、取り付け部分のほこり、ワックス、油などを付属の
クリーナーできれいにふきとってください。（湿気、油などが取り付け部分に付着してい
ると、フィルムアンテナや端子の接着力が低下したり、はがれやすくなります）

¡フィルムアンテナとケーブルをアルコール、ベンジン、シンナー、ガソリンなど揮発性の
溶剤でふかないでください。

1.フィルムアンテナの張り付け位置を決める
・フィルムアンテナの給電部をウインドウガラスのセラミックラインの下端に合わせ、
下のイラストのように左右位置をセロハンテープなどでマーキングします。

・ここでは、まだフィルムアンテナの透明シートははがさないでください。
・セロハンテープなどでフィルムアンテナを仮留めしておくと作業がしやすくなります。

120mm程度�

セラミックライン�

フィルムアンテナ�

＜車内から見た図＞�

給電部�

セラミックライン�

マーキング�
（セロハンテープなど）�

マーキング�
（セロハンテープなど）�

取
り
付
け
る（
つ
づ
き
）
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2.フロントピラーを取り外す
・フロントウインドウの横にあるフロントピラーを左右とも取り外します。

¡フロントピラーは、クリップ、ねじなど
で固定されており、無理に外すと破損
したり、変形することがあります。

¡お客様自身が取り付けをされる際に、
フロントピラーの取り外し作業が困難
な場合は、車のお買い上げ店や最寄りの
ディーラーにお問い合わせください。
（作業工賃はお客様にご負担いただく
場合があります）

3.霧吹きなどで中性洗剤の水溶液をウインドウガラスの内側に吹き付ける
・水500ccに対して、中性洗剤1～2滴を入れた水溶液を使用します。

¡フィルムアンテナを仮留めした場合は
取り外します。

ご注意

フロントピラー�

＜車内から見た図＞�

＜車内から見た図＞�

マーキング�
（セロハンテープなど）�

ご注意

取り付ける（つづき）
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はく離用タグ�
張り付け面�

給電部保護シート�

4.フィルムアンテナの張り付け面側の透明シートをはがし、中性洗剤の
水溶液を吹き付ける
・透明シートをはがすときは、はく離用タグを持ち、ゆっくりはがします。
・まだ給電部保護シートははがさないでください。

¡フィルムアンテナの張り付け面に指紋
やほこりなどがつかないように注意し
てください。

5.フィルムアンテナを張り付ける
・上下位置はセラミックラインの下端に合わせ、左右位置は手順1(� 9ページ)で
付けたマーキングに合わせて張り付けます。

・張り付ける際はゴムベラを使い、フィルムアンテナに沿って中央部から外側に
向かって気泡をかき出すようにしてウインドウガラスに密着させます。

・フィルムアンテナが密着したら、ペーパータオルなどで上から押さえるようにして
中性洗剤の水溶液をふきとり、3～4時間放置して乾燥させます。

¡作業中にウインドウガラスが乾いた場合は、
再度中性洗剤の水溶液を吹き付けます。

¡位置の調節は、ウインドウガラスに密着
させる前に行います。

¡位置が決まったら、マーキングをはがします。
¡密着させるときは、あまり強くこすらないで
ください。

¡乾燥させるときは、ドライヤーなどで
無理に乾燥させないでください。

ご注意

フィルムアンテナ�

＜車内から見た図＞�

ゴムベラ�

セラミックライン�

ご注意

取
り
付
け
る（
つ
づ
き
）
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取り付ける（つづき）
6.フィルムアンテナの給電部保護シートをはがす

¡フィルムアンテナが完全に乾いていることを
確認してから作業します。乾燥前に作業をする
とフィルムアンテナがはがれやすくなります。

7.アンテナ入力ケーブルの給電端子をフィルムアンテナの給電部に張り付ける
・長いコードの給電端子を内側の給電部に、短いコードの給電端子を外側の給電部に
張り付けます。

¡アース端子付近をセロハンテープなどで仮留めしておくと作業がしやすくなります。

給電部保護シート�

フィルム�
アンテナ�

＜車内から見た図＞�
給電部�

給電端子�

アース端子�

合わせ位置（▲印）�

給電端子�
（裏面のはく離紙をはがす）�

給電端子の突起部を、フィルムアンテナの�
▲印に合わせて張り付けてください。�

ご注意

ご注意
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アース端子�
（裏面のはく離紙をはがす）�

アーステープ�
（裏面のはく離紙をはがす）�

車体�

ルーフヘッドライニング�

＜車内から見た図＞�

アンテナ入力�
ケーブル�

ご注意

ご注意

ご注意

8.アンテナ入力ケーブルをルーフヘッドライニング（天井の内張り）内に配線する
・ルーフヘッドライニングの端の部分を少し引き下げ、ケーブルをルーフヘッドライ
ニング内に収めます。

¡無理な力を加えてルーフヘッドライニングが
折れ曲がらないように注意してください。

¡フィルムアンテナの給電部に負担が加わらないよう、
給電端子を手で押さえて作業します。

¡コードが強く引っ張られたり、かみ込まれたり
しないように配線します。

9.アーステープとアース端子を車体に張り付ける
・アンテナ入力ケーブルのアース端子が届く範囲内で、
車体の平らな金属部分にアーステープを張り付けます。

・アース端子は、アーステープからはみ出さないように
張り付けます。

¡アーステープは、車体の平面でない部分、クリップ穴、
ねじ穴などには張り付けないでください。

¡アーステープを張り付けるときは、車体の塗装をは
がさないでください。

10.アンテナ入力ケーブルを配線する
・市販品の樹脂クランパーや金属クランパーなどでアンテナ入力ケーブルを固定しな
がら配線します。

¡運転操作を妨げない位置に配線します。
¡フロントピラーを取り付ける際に、ケーブルをかみ込まない位置に配線します。

11.フロントピラーを取り付ける
・取り外してあったフロントピラーを元通りに取り付けます。

取
り
付
け
る（
つ
づ
き
）
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接続する

REMOTE
SENSOR RESE

POWER A

TV T

IN - DASH   7 - INCH  MONITOR / DVD / CD RECEIVER      KD-AV7000    HIDEAWAY  UNIT 

AV INPUT 1

L RAUDIO FM / AM ANTENNA

POWER

BACKCAMERA
REMOTE

CENTER
SPEAKER

CENTER

SUB
WOOFER

L

R
REAR

L

R
FRONT

VIDEO

AV INPUT 2

L RAUDIOVIDEOTO CHANGERAV BUSTO MAIN UNIT

PRE OUT

AUDIO VIDEOLR

AV OUTPUT

REMOTE
SENSOR RESET

POWER AV B

TV TU

KD-AV7000に接続してご使用の場合：

アース端子フィルムアンテナ

給電端子

ハイダウェイユニット（KD-AV7000に付属）

他のモニターシステムに接続して
ご使用の場合：

モニターシステム（別売り）

16ページの「接続のしかた」
をご覧ください。

リモコン受光ユニット

アース端子フィルムアンテナ

給電端子

14-23_KV-C1000[DOM].p65 04.9.15, 13:24Page 14 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



15

AVバスコード*2

リセットボタン*1

*1取り付けが終わったら、必ず
リセットボタンをボールペンな
ど先のとがったもので押し、本機
をリセットしてください。

*2 KD-AV7000から本機を操作
するために必要な接続はこれだ
けです。他の接続については、
KD-PAV7000の取付説明書を
ご覧ください。
（KD-AV7000は、KD-PAV7000
のインダッシュ 7 型ワイドモニ
ター/DVD/CDレシーバー部の型
名です）

リセットボタン*1

REMOTE
SENSOR RESET 3 2 14

AV OUTPUT

R L VIDEOPOWER AV BUS AUDIO

TV ANTENNA

TV TUNER UNIT KV-C1000

IN - DASH   7 - INCH  M

AV INPUT 1

L RAUDIO FM / AM ANTENNA

FR

VIDE

AUDIO VIDEOLR

AV OUTPUT

REMOTE
SENSOR RESET 3 2 14

AV OUTPUT

R L VIDEOPOWER AV BUS AUDIO

TV ANTENNA

TV TUNER UNIT KV-C1000

接
続
す
る
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接続する（つづき）
本機をKD-AV7000に接続する場合は以下の接続は必要ありません。
（詳しくはKD-PAV7000の取扱説明書をご覧ください）

¡作業中のショート事故防止のため、必ずバッテリーの 端子のコードを外しておいてください。

〈お知らせ〉

本機はDC12Vマイナスアース車専用です。
・ヒューズは定格3Aのものをご使用ください。ヒューズが切れた場合は、お買い上げ
の販売店にご相談ください。

接続の前に：
¡車内の配線を確かめてください。接続を間違った場合、本機に重大な故障が発生する可
能性があります。

接続のしかた

¡下のイラストは、一般的な接続の例です。

1.下のイラストにある1～4の順序で電源コードの色付きリード線を接続する

2.最後に電源コードのハーネスを本機に接続する

POWERAV BUS

 AVOUTPUT

VIDEO L AUDIO R

4

1

2

3

3A

1
2

黒 車体の金属部分へ
・塗装してある面のときは、はがして
からアース線を取り付けます。

黄 バッテリーに接続され
たヒューズブロックの
使用可能な電源端子へ

赤

青/白

ヒューズブロックの
アクセサリー電源端子へ

JVC製の外部機器をコントロールする場合に接続します。
（例：FMモジュレータなど）

ヒューズブロック

エンジンキー

バッテリー
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R
M

-R
K

510

1 32

本機をKD-AV7000に接続する場合は以下の取り付けは必要ありません。
（詳しくはKD-PAV7000の取扱説明書をご覧ください）

リモコン受光ユニットを取り付ける

接続の前に：
¡リモコン受光ユニットはリモコンの信号が前面から
受信できる場所に取り付けます。

¡リモコン受光ユニットは直射日光が当たらない所に
取り付けてください。

¡取り付ける前に、その取り付け位置でリモコンが
正しく動作するか確かめてください。

1. 取り付け位置の汚れをよく落とす
2. 両面テープ裏のはく離紙をはがし、
リモコン受光ユニットを固定する

リモコンの使いかた
接
続
す
る（
つ
づ
き
）・
リ
モ
コ
ン
の
使
い
か
た

両面テープ

受光部

リモコン

電池の入れかた

ボールペンなどを
電池入れの溝に入
れて引き出す。

リチウム電池
（CR２０２５）

プラス

側を表にして
電池入れに電池を
入れる。

電池入れをリモコン
に差し込む。

¡電池の交換時期（目安）は･･･
リモコン操作のできる距離が短くなったり、動作が不安定になってきたときは、
電池が消耗しています。新しい電池と交換してください。
使用済みの電池は、絶縁テープなどを張って絶縁し、「所在自治体の指示」に従っ
て廃棄してください。

14-23_KV-C1000[DOM].p65 04.9.15, 13:24Page 17 Adobe PageMaker 6.5J/PPC
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リモコンの使いかた（つづき）
本機をKD-AV7000に接続する場合は以下の操作はできません。

（詳しくはKD-PAV7000の取扱説明書をご覧ください）

リモコンで操作する
本機を操作するときは、リモコン受光ユニット
にリモコンを向けます。

1  ボタン
ー本機の電源を「入/切」します。

2 TV CH（チャンネル）5/∞ボタン
ー

サ ー チ

「ポン」と押すと、「SEARCH」と表
示され、自動で受信チャンネルを
探し、受信すると停止します。
（オートサーチ機能）

ー
マ ニ ュ ア ル

2秒以上押して「MANUAL」を表
示させたあと、「ポン、ポン」と押す
とチャンネルが変わります。
（マニュアルサーチ機能）

1

2

3

4

5

3
オ ー ト プ リ セ ッ ト

AUTO  PRESETボタン
ー「ポン」と押すと、数字ボタン（1～
12）にプリセットされたチャンネ
ルリストをモニターに表示します。

ー 2秒以上押すと、受信可能なTVのチャ
ンネルを、数字ボタン（1～12）にプリ
セットします。

4 DISP（ディスプレイ）ボタン
ー「ポン」と押すと、モニターに現在受
信中の放送局のプリセットチャン
ネル番号を表示します。ステレオ放
送受信中は「ST」を表示します。

ー 2秒以上押すと、二重音声の「MAIN」
と「SUB」または「M+S（MAINとSUB
の両方）」の音声切換ができます。

5 数字ボタン（1-12）
ー「ポン」と押すと、プリセットされ
たチャンネルが選べます。

ー 2秒以上押すと、現在受信中のチャンネ
ルを数字ボタンにプリセットします。

SEARCH

12

MANUAL

12

 1

PRESET CH
 2  3

 4  5  6

 7  8  9

10 11 12

PRESET 12

12

12
ST

AUTO MEMORY

12
MAIN

12
SUB

12
M+S
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「故障かな？」と思う前に
¡本機をKD-AV7000以外のモニターシステムに接続してご使用の場合:

症状

・TVチューナーが操作できない。

・音声が聞こえない。

・映像が映らない。

・映像が鮮明に映らない。

・映像にはん点やしま模様が出る。

・電源が入らない。

原因・処置

・リモコン受光ユニットが正しく接続されていない。
\正しく接続する。

・リモコンをリモコン受光ユニットに向けていない。
\リモコンをリモコン受光ユニットに向ける。

・リモコンの電池が消耗している。
\新しい電池に交換する。

・リモコンの電池の入れ方がまちがっている。
\電池を正しく入れる。

・ モニターの音量が0になっている。
\モニターで音量を調節する。

・ モニターが正しく接続されていない。
\正しく接続する。

・ モニターで正しい入力が選択されていない。
\正しい入力を選択する。

・ パーキングブレーキがかかっていない。
\車を停止させ、パーキングブレーキをかける。

・モニターのパーキングブレーキ接続コードが
正しく接続されていない。
\正しく接続する。

・電波が弱い。
・受信している放送局のサービスエリアから
外れている。
\他の場所に車を移動して再確認する。

・ネオンサイン、高圧線、アマチュア無線、他の自
動車などからの電波の影響を受けている。
\妨害電波を受けない場所に車を移動する。

・黄色のリード線が正しく接続されていない。
\正しく接続する。

¡本機をKD-AV7000に接続してご使用の場合:
\KD-PAV7000の取扱説明書をご覧ください。（KD-AV7000は、KD-PAV7000
のインダッシュ7型ワイドモニター/DVD/CDレシーバー部の型名です）

〈お知らせ〉

バッテリーの過放電を防ぐため、エンジン停止中やアイドリング中は、長時間使用し
ないでください。

リ
モ
コ
ン
の
使
い
か
た（
つ
づ
き
）・「
故
障
か
な
？
」と
思
う
前
に
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保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店�
名」等の記入をお確かめのうえ、販売店�
から受取っていただき内容をよくお読み�
の後、大切に保管してください。�

保　証　書（別添）�

保　証　期　間�
お買い上げの日から１年間�

本機の補修用性能部品の最低保有期間は、�
製造打切り後８年です。�
�
�
補修用性能部品とは、その製品の機能を�
維持するために必要な部品です。�

補修用性能部品の最低保有期間�

修理に関するご相談やご不明な点は�

19ページの「故障かな？」と思う前に に従ってお調べください。それでもなお正しく�
動作しないときは、使用を中止し、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。�

修理を依頼されるときは� 持込修理�

修理すれば使用できる製品については、お客様のご要望に�
より有料で修理させていただきます。�

便利メモ�

1（　　）　－�
お買い上げ店名�

お買い上げ日�

保証期間が過ぎているときは�

修理に際しましては保証書をご提示ください。�
保証書の規定に従って販売店が修理させていただきます。�

保　証　期　間　は�

修理に関するご相談やご不明な点は、お買い上げ販売店または別紙の「JVCカーオーディ
オ製品サービス窓口案内」をご覧のうえ最寄りのサービス窓口にお問い合わせください。�

保証とアフターサービス　－必ずお読みください－
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主な仕様 ¡本機の仕様および外観は、改善のため予告なく変更することがあります。

受信チャンネル ：VHF　1～12チャンネル
UHF　13～62チャンネル

選局方式 ：PLL周波数シンセサイザー方式
アンテナ方式 ：4chダイバーシティ
TVアンテナ端子 ：×４
AVバス端子 ：×１
リモコン受光ユニット端子 ：×１
出力端子

映像出力：RCA PIN（×1）、1.0V(p-p)/75Ω
音声出力：RCA PIN（×1系統）、150mV(rms)

電源電圧 ：DC14.4V（11～16Vで使用可能）
マイナスアース専用

使用温度範囲 ：0
｡
C ～ +40

｡
C

外形寸法 ：幅163mm×高さ28mm×奥行122mm
質量 ：0.6kg

¡このTVチューナーは日本国内用です。外国では放送方式が異なりますので使用できません。
〈This television tuner unit can not be used in foreign countries as designed for Japan only.〉

保
証
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
・
主
な
仕
様

総合

TVチューナーユニット
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2003年�
12月�

関東・中京・近畿�
の三大広域圏の�
一部で放送開始�

その他の地域で�
放送開始(予定)

2011年�
�

2006年�

2011年7月�
放送終了�

地
上
ア
ナ
ロ
グ�

放
送�

地
上
デ
ジ
タ
ル�

放
送�

アナログ放送からデジタル放送への移行について
デジタル放送への移行スケジュール
地上デジタル放送は、関東、中京、近畿の三大広域圏の一部で2003年12月から開始され、その他
の地域でも、2006年末までに放送が開始される予定です。該当地域における受信可能エリアは、
当初限定されていますが、順次拡大される予定です。地上アナログ放送は2011年7月に終了す
ることが、国の方針として決定されています。
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ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
に
つ
い
て

〈メモ〉
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ご相談や修理は

ビクター製品についてのご相談や修理のご依頼は、
お買い上げの販売店にご相談ください。

転居されたり、贈答品などでお困りの場合は、下記の相談窓口にご相談ください。

修理などのアフターサービスに
関するご相談

お買い物相談や製品についての全般的なご相談

JVCカーオーディオお客様ご相談センター

別紙の
「JVCカーオーディオ製品サービス窓口案内」
をご覧ください。

０１２０‐９７７‐８４６ (フリーコール)
FAX（０２７）２５４‐８９２７
受付時間　１０：００～１８：００
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〒３７１‐８５４３　群馬県前橋市大渡町1-10-１

0904MOMMDWJEIN
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